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目的 パジェット細胞の特徴および起源の検討 
研究デザイン 症例対照研究 
セッティング Department of Pathology, University of Texas M.D. Anderson 

Hospital 
対象者 パジェット病 21 例（乳房 8 例、女性外陰部 11 例、肛囲 2 例） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 1 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 
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1  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

全例において、パジェット細胞は単層上皮型ケラチン（PKK1、35
βH11）陽性、全表皮型ケラチン（34βE12）陰性。乳房 4 例、女

性外陰部 6 例、肛囲 1 例において GCDFP-15 陽性。GCDFP-15 は

正常エクリンおよびアポクリンの分泌部と導管部の両者にも陽性。

電顕的にはパジェット細胞は豊富なムチン小滴を有していた。 

結論 

パジェット細胞は腺癌細胞であり、乳房および乳房外パジェット病

は内臓癌の直接浸潤の場合がある。 
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備考  

レビューワー氏名 清原隆宏 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ Ⅳ ） 
パジェット病の起源を検討した初期の論文である。肛門管癌からパ

ジェット現象を生じた肛囲例 1例がGCDFP-15陽性であったとして

いるが、詳細な記載がなく、肛門管原発か肛囲原発か不明である。




